[bookmark: _Hlk105053726]令和8年度第2回地域密着型サービス事業運営推進会議議事録
（特別養護老人ホームほうじゅの郷分）

１　開催日時　　令和8年7月30日（木）　14時15分～15時30分

２　開催場所　　特別養護老人ホームほうじゅの郷　会議室

３　出席者
　　　　　　〇運営推進委員
　　　　　　　　　鎌田省三（地区行政区長）
　　　　　　　　　川村　明（地域民生委員）
　　　　　　　　　澁谷孝之（ほうじゅの郷家族の代表）

　　　　　　〇事務局（施設職員）
　　　　　　　　　小原秀幸（施設長）
　　　　　　　　　中村勇子（ほうじゅの郷管理者兼主任生活相談員）
　　　　　　　　　内匠厚太郎（ほうじゅの郷生活相談員補佐兼フロアリーダー）

４　欠席者　　　花巻市石鳥谷総合支所市民サービス課
　　　　　　　　　石鳥谷地域包括支援センター
　　　　　　　　　※欠席者からは書面にて意見聴取している

５　協議内容
（1） 施設見学
（2） 事業の進捗状況
（3） 身体拘束に関する事項について（身体拘束適正化委員会）
（4） 事故等に関する事項について
（5） その他、情報交換等

６　会議の経過
　　　　
　　　　　14時15分、小原施設長は本日出席すべき運営推進会議委員の全員が出席していることを確認して、開会を宣言する。

　小原秀幸　　先ほどのはなみずき石鳥谷の会議に引き続きご出席をいただき誠に有難うございます。
　　　　　　　今回の運営推進会議は、事業所ごとに分けて開催することとし、主に施設を見学していただいて、委員の方々から率直なご意見を伺う機会としたいと思っておりますので宜しくお願いいたします。

　小原秀幸　　それではこれよりほうじゅの郷の協議に入り、早速施設見学とさせていただきます。

　　　　　　　　　－　ほうじゅの郷の施設見学を行う　－

　小原秀幸　　それでは、施設を見ていただいた感想などについて委員の皆様からご発言をいただきます。

　鎌田省三　　とても中の環境が明るくて。オープンでいいなあと思いました。職員の皆さんも感じがいいですし、こう自信を持ってと言いますか誇りを持って仕事に従事しているような、そんな印象を受けました。

　川村　明　　ユニットケアって大変だろうというイメージがあったんですが、職員の皆さんが活き活きしていました。良い仕事というのは、辛いイメージじゃなくて楽しんでやっているような感じなんだなと思いました。
　　　　　　　入居者さんもいい環境なんだろうと思います。あと、運転手さんの物作りがとても素晴らしくて感心しました。同じ仕事をしている者として非常に学ぶところがありました。

　澁谷孝之　　来るたびに明るくなっていて、うちもこんなふうにしたいなと思う部分が幾つかあるので、楽しく拝見させていただいております。
　　　　　　　ユニットケアの取り組みが、機能的な作りを念頭に置きつつ、そこにもう一つ違う要素があると感じました。それが人の心の通ずる部分だったのだろうと感じ、とても勉強になりました。当然そういう場所なので影響を受ける方や交流指定居る人、その家族も気持ちよく過ごせるのだと強く感じ、素晴らしいと思いました。
　　　　　　　それから何時も言うのですがスタッフさんの負荷の部分が気になってます。ただ僕が来たときは皆さんがすごく笑顔で迎えてくれるので、あまり大変そうなところを見せない様にしているのかなと思っています。皆さんが明るい気持ちでいらっしゃるからこそ出来るのだなと感じました。どんな業界でもそうだと思いますが、とてもうまくいっているように見え、今後も期待しています。有難うございます。

　小原秀幸　　一緒に見学された鎌田さんはいかがでしたか。

　鎌田　透　　私も初めて拝見させていただきましたが、あまり堅苦しくないといいますか、いい意味で施設らしくない雰囲気がいいなと感じました。
　　　　　　　あと、ユニットが三カ所ありましたが、全く同じということではなくて、それぞれ個性があって、いいなと思いました。

　小原秀幸　　痒い所に手が届くぐらいの職員のあり方や見方を育てつつ、支援しながら進めていきたいと思っています。お褒めの言葉を沢山いただき有難うございました。

　小原秀幸　　それでは次第に沿って進めていきます。
　　　　　　　まずは事業の進捗状況等について事務局から説明願います。

　中村勇子　　資料に基づいて説明する。

　小原秀幸　　今の説明について、ご質問ご意見等ございませんか。

　鎌田省三　　ただ食べさせて身の回りの世話をするだけではないというところですよね。そこがいいと思いました。やはり暮らして頂くというか。そこを目指すというか。

　中村勇子　　できるだけ、その人らしく、それが最大の目的だと気づきました。これからの施設は多分そうなると思います。そういうところが選ばれるのではないしょうか。

　川村　明　　3つのユニットのコンセプトは誰が考えているのですか。

　中村勇子　　ユニットリーダーを中心の職員が考えてつくります、私たちはそれに関して教育します。相談があれば助言しますが出来るだけ自分たちの家を自分たちで作るようにしています。そうすることで、気づきとかコミュニケーションが育ち、また遣り甲斐とか生きがいに繋がるものと期待しています。昼食も入居者と一緒にとることがあります。それを拒む職員も多いですが、そうすることによって入居者との距離も縮まり馴染の関係ができてきます。そうすれば日頃の支援や介護もし易くなるのです。それをわかってほしいと願っています。

　鎌田省三　　わかります。私も教師として生徒と一緒に昼食をとりましたし、それが当たり前であって、生徒を知る機会だと思ってやってきましたが、今の若い方は、それを理解しない方もいるようですね。ある教員研修のときにも「なぜ生徒と一緒に昼食をとらなきゃならいのですか」と聞いてきた先生もいましたからね。難しい時代ですよ。

　小原秀幸　　その他何かございませんか。
　　　　　　　特に無いようですので次に移ります。身体拘束に関する事項について事務局から説明願います。

　中村勇子　　身体拘束の適正化のために特養独自で委員会を立ち上げ6月12日開催しました。その際には委員会としての目標を掲げ共有するとともにセンサーマットを使用している事例について検討しました。結果として使用者3名中2名についてはセンサーマットを外す方向で取り組むこととして現在経過観察中です。その他は資料のとおりで身体拘束をしている事例はございません。

　小原秀幸　　只今の説明についてご質問等ございませんか。
　　　　　　　特に無いようですので、次の事故等に関する事項について事務局から説明して下さい。

　内匠厚太郎　資料に基づいて詳細に説明する。

　小原秀幸　　只今の説明についてご質問ご意見等ございませんか。
　　　　　　服薬について確認しますが、飲ませなかったケースと全く別人に飲ませてしまったケースがあるのですね。

　内匠厚太郎　そのとおりです。全く人を間違えてしまったケースが4件、飲ませなかったのが1件です。反省点としては新人職員への指導がやや薄かったというところです。そこでリーダーと指導の強化を進めます。

　鎌田　透　　事故やヒヤリハットととして、隠さず公開して意見を仰ぐということは、私は評価したいと思います。確かに自己件数が多いと施設のイメージが悪くなるかもしれませんが、正直に公表し改善していく姿勢を見せる施設であることの方が重要であり評価されるものだと思っています。頑張ってください。

　小原秀幸　　有難うございます。皆さんの意見を真摯に受け止めながらユニットケアの実現に向けて頑張ります。
　　　　　　　他にございませんか。
　　　　　　　特に無いようですので、その他の事項に移ります。事務局からお願いします。

　中村勇子　　ユニットケアにも関連しますが、来月から「ほっこりカフェ」をオープンしようと準備を進めています。それからクラブ活動とか習い事など地域の方からのご協力を得ながらやってみようかと思っていますので、もし初動とかボランティアなどご協力いただける方が身近に居りましたならば是非お声がけ下されば幸いでございます。
　　　　　　　また地域交流スペースを活用し地域の方々との交流も深めていきたいと考えておりますので、アイディアとか情報等がござましたならばお知らせいただきたいと思っております。

　鎌田省三　　この際ですが、日頃から地元のサロン活動でほうじゅの郷さんを利用させていただいており大変助かっています。来月にサロン活動にあわせて「太極拳」講座を行う予定でありますので、是非ご参加下されば有難いです。

　小原秀幸　　面白い試みですね。うちの入居者も出来ますかね。
　　　　　　　この他、委員の皆さんから何かございませんか。

　小原秀幸　　本日はご多忙のところ会議にご出席下さり誠に有難うございました。
　　　　　　　以上をもちまして、ほうじゅの郷の運営推進会議を終了し、本日予定された一切の会議が終了したことを宣言いたします。
　　　　　　　本日は長時間にわたり誠に有難うございました。





閉会　　15時30分






議事録作成者
社会福祉法人宝寿会事務局
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